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6059-Sの 臨 床 効 果
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新 しく合成されたOxacephem系 の注射川抗生剤6059-Sを 内科感染症10例に 使用 し,以下 の

成績 を得た。

1) 呼吸器感染症9例 に6059-Sを1日2～4g投 与 し,4例(44.4%)に有 効 であった。 起炎菌

の判 明 して い る もの では,II. influenzaeとSaureusの 混 合感 染 の2例と,P.aeruginosaの1例

に で有効で あ った。

2) 尿 路 感染 症 で は,K.pneumoniae, C.freundiiの 混 合感 染 の慢 姓 膀 胱 炎1例 に1日1g,7日 間

投与 で有効であった。

3) 副作用として,ア ルカ リフォスファターゼの上昇が1例,自 血球の減少が1例 み られた。

緒 言

6059-Sは1976年 塩野義製薬研究所で開発され,Fig.1の 構

造式に示すとおり,Cephalosporin骨 格の硫黄原子を酸素原子

におきかえたOxacephem系 の新 しい注射 用抗生物質である。

Fig. 1 Chemical structure of 6059-S

本剤のin　 vitro抗 菌力については 既にい くつかの論文 が発

表 されており1.2),そ れによると,S. aecreusに 対する抗 菌力

は,MICが3.1～25μg/mlと や や劣るが,H. influenzae,

K. PneUMoniae, E. aeregenesな どの グラム陰性桿菌に対

しては,Cefoxitin, Cefotaximeに 比較 してほぼ同等かそれよ

り良 い値 を示 す。今回我 々は実際に感染症患者に本剤を投与 し,

次の臨床成績を得たので報告す る。

1. 対象および方法

Table1に 示 したように,呼 吸器感染症9例 と慢性

膀胱炎1例 を対象 とした。

年令は症 例2の20才 を除いて,他 はすべて50才

以上である。投与量および投与方法は,症 例2で 最初

1回1g,後 に2gを1日2回,症 例6で1回1g

1日2回,ま た 症例10で1回0.5gを1日2回

12時 間毎 に投与 した以外は,1回2g,1日2回12

時間毎 にsohta T3ま たは5%glucoseに 溶解 し,点

滴静注投与とした。 投与 日数は3～26日,総 投与量 は

7～76gで ある。

対象とした呼吸器疾患の内駅は肺炎3例,急 性気管

支炎2例,慢 性気管支細 気管支炎の増悪2例,気 管支

拡張症2例 であ る。 起炎菌別では,喀 痰 定量 培養で

≧107/mlに 検出された もので,H.inuenaeとS.

aureusの 混合感染2例,K. Pneumoniae1例,E. aero-

genes1例,P.aeruginosa1例,P.Maltophilia 1例

で,起 炎菌 不明は3例 である。 また。尿路感染症の1

例は慢性膀胱炎でC. freundiiとK. Pneumoniaeに よ

る混合感染であ る。使用前の皮内反応は全て陰性で,皮

内反応陽性のため投与対象か ら除外 した ものはない。

II. 効 果 判 定

臨床効果の判定は細菌学的効果,臨 床症状,検 査成績

の推移を もとに,以 下の基準に基づき判定 した。

1) 著効:3日 以内に臨床症状の消失,検 査成績の改

善傾向を認め,か っ1週 間以内に 起炎菌の 消失を認め

たもの。

2) 有効:7日 以内に臨床症 状の消失,検 査成績の改

善傾向を認 め,か つ1週 間以内に 起炎菌の 消失を認め

たもの。

3) やや有効:臨 床症状,検 査成績の改善に7日 以

上を要 し,か つ起炎菌 の完全な消失が認められなかった

もの。

4) 無効:起 炎菌の消失が認め られず臨床症状,検 査

成績の改善が7日 以後に も全 く認められなかったもの。

なお,起 炎菌が明 らかでない場合は,臨 床症状および

検査成績か ら上記に準 じて判定 した。

III. 結 果

1) 疾患別の臨床効果
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Table 2  Clinical and bacteriological effects of 6059-S treatment

Table 1に6059-Sの 治療成績をまとめて示 した。呼

吸器感染症9例 の うち起炎菌の 明らかな 症例は6例

で,E.aerogenesに よる肺炎1例(症 例3)は 無効,

急性気管支炎2例 中,H.influenzaeとS.aureusの

混合感染の1例(症 例4)で 有効,P.maltophiliaの

1例(症 例5)で 無効,H.influenzaeとS.aureusの

慢性気管支細気管支炎1例(症 例7)で 有効,気 管支

拡張症2例 中,K.pneumoniaeの1例(症 例8)で は

無効であったが,Ceftizoximeが 無効であったP.aeru-

ginosaの1例(症 例9)で 有効であった。

起炎菌不明は肺炎2例,慢 性気管支細気管支炎1例

であったが,こ の うち肺炎1例(症 例1,基 礎疾患:

肺線維症,脳 硬塞)で 有効であ った。

尿路感染症(症 例10)は 尿道狭窄のため膀胱炎を反

復 していた症例であるが,C.freundii,K.pneumoniae

が検 出されると同時に,微 熱,尿 沈渣で白血球,上 皮細

胞 の増加が認め られたため,6059-S 0.5 gを1日2回

投与 し,7日 目に菌の消失,尿 沈渣所見,症 状の改善が

み られ有効であった。

2) 起炎菌 別の効果

Table 2に 起炎菌別の 効果を 示 した。H.influenzae

とS.aureusの 混合感染(症 例4,7)は2例 共1回

2 gを1日2回12時 間毎 に投与し,7日 以内に両菌

の消失を認め,臨 床 的にも下熱,喀 痰量の減少がみ られ

有効であ った。K.pneumoniae(症 例8)で も同様に投

与したが,菌 は消失せず臨床症状の改善 もあまりみ られ

なか った。E.aerogenes(症 例3)で は,菌 は6日 目に

消失 したが,発 熱,喀 痰量の改善が認め られず無効であ

った。P.aeruginosa(症 例9)で は,7日 で菌 は消失し,

咳,喀 痰量 も減少 し有効であ った。P.maltophilia(症

例5)で は,副 作用のため3目 で投与を 中止 した こと

もあり,菌 も消失せず,症 状の改善もみ られず無効であ

った。

3) 前投与抗生物質 との関係

6059-S投 与前に使用された抗生物質をTable 3に 示

した。いずれ も前投与の抗生物質が無効例であるが,こ

の うち,Ceftizoximeが 無効 であったP.aeruginosaに

よる気管支拡張症(症 例9)で,6059-S 1回2 g,1日

2回 の投与で菌が消失 し,臨 床症状 も改善 して有効であ

った。

4) 副作用

Table 4に6059-S使 用前後の臨床検査成績を示し

た。症例2で 使用後10日 目にアル カリフォスファタ

ー ゼの軽度上昇を示 したが,投 与中止30日 後に正常化

した。また,症 例5で 投与前7,500/mm3の 白血球が

6059-S投 与3日 目に1,200/mm3(好 塩基球0,好 酸

球0,桿 状好中球20,分 節好中球30,リ ンパ球42,

単球8)を 示 したため,直 ちに投与を中止 したところ,

7日 後には,4,600/mm3ま で回復 した。また,こ の例

では使用前60 mg/dlのBUNが,使 用後の検査では

70 mg/dlを 示 した。症例4の 急性気管支炎例では,使

用前および使用後7日 目で正常の肝機能が プレドニソ

との併用後7日 目に,GOT 42,GPT 68と 異常値を

示 した。 この肝機能異常は,6059-S投 与中止後も,ほ

ぼ同様の値を示 した。 なお全例に,6059-S使 用中に発

疹,消 化器症状を訴えたものはない。

IV. 考 察

NEUら は,6059-SはH.influenzae に対しては非常

に 低 いMICを 示 すが,S.aureus の抗菌力はCepha-

lothin, Cefamandole, Cefuroxime, Cefoxitin, Cefo-

taxime に比較 して やや劣 ると 述べている1)。今回われ
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われの検討では,症 例4,7は いずれ もH.influenza

とS.aureusの 混合感染であ ったが,6059-S 2g ,12時

間毎の投与で両菌共すみやかに消失 し,6059-Sの これ

らの 菌 に対 する 有用性 が 示唆 された。 また,K.pneu-

moniaeに ついて は,尿 路感染症では0.5 g,12時 間毎

で十分で あったが,呼 吸器感染症では2 g,12時 間毎投

与で十分な効果が得 られなか った。症例3は 脳硬塞 の

ため,10日 間自宅で臥床 中,誤 嚥のため嚥下性肺炎を

合併 した もので ある。 この例は6059-S投 与 によって喀

痰 中のE.aerogenesの 消失が認められたにもかかわ ら

ず,臨 床症状の改善を認めず,そ の病原性が疑わ しい。

P.aeruginosaに 対す る6059-SのMIC分 布 は1～128

μg/mlと やや広範囲にわた り2)菌株によって抗菌力 に差

がで るが,症 例9で は,Ceftizoximeが 無効であった

呼吸器感染症に1回2 g 1日2回 投与で有効 であ っ

た。P.maltophiliaに 対 しては,他 のブ ドウ糖非醗酵菌

も含めてin vitro抗 菌力 を検討 した上で対 象症例を決

め る必要があろ う。

副 作用 については,症 例5のBUN高 値は高度の う

っ血性心不全を合併 した例 なので,6059-Sに 直接的影

響を求め ることはで きない。他の症例では対 象が高令者

に もかかわ らず,全 例に腎機能異常が認め られなか った

ことは,6059-Sの 今回の使用量での腎への安全性が示

唆 される。 しか し,症 例5の よ うに 薬剤に 過敏な例 で

は,白 血球減少 もみ られて いるので,6059-S投 与中の

検査成績には十分留意す る必要がある。また,肝 機能 に

ついては,6059-Sに よると考 え られ るアルカリフォス

フ ァターゼの上昇が1例 認あ られた。GOT,GPTの 上

昇をみた症例4の 場合は,基 礎 疾患の肺線維症に 対 し

て プレ ドニ ン60 mg/日 を投与 中の値であり,6059-S投

与中止後 も異常値を示 したので,む しろステロイ ドの影

響の方が考えちれるものの,十 分な注意が必要である。
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THE CLINICAL STUDY OF 6059-S
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MASAHIRO SAKAMOTOI,SHIGEKAZU TERUKINA,YASUO TANNO and

TAMOTSU TAKISHIMA
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1)  A new oxacephem antibiotic, 6059-S was applied to 9 patients with  respiratory tract infections,and

good responses were obtained in
 4 patients(44.4%). Among the isolated bacteria from the sputum,6059-S

was effective for two cases  of H.influenzae and S.aurtus mixed infections and also  one case of P.aerugi-

nosa infection.

2)  6059-S was also effective to the urinary tract infection due to C.freundii and K.pneumoniae.

3) As the side effects of 6059-S,leukopenia and elevated Al-P were noted in each one case.


